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特別加入、第三者行為災害、義肢等補装具費等に係る

システム化の概要の意見に対する検討結果について

標記意見については、平成 23年 12月 21日付け基労保発 1221第 l号「特

別加入、第三者行為災害、義肢等補装具費等に係るシステム化の概要について

(意見提出依頼) Jにより提出していただいたところですが、今般、その検

討結果を別添のとおり取りまとめたので通知します。

なお、今般の検討結果は、現在の開発状況等を踏まえたものであり、検討と

している事項については、改めてその結果を通知することとしているので、念

のため申し添えます。



到添

「特別加入、第三者行晶災害、韓肢等補装具費等に係るシステム化の概要」に対する意見検討結果
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「特別加入、富三者行畠災害、韓肢等補装具費等に係るシステム化の概要JIO対する意見検討結果
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「特別加入、第三者行畠災害、義肢等補装具費等に係るシステム化由概要』に対する意見検討結果

調香 局名 分頬 "当箇'" 意昆肉容 "，.理由 後討結果

特別加入申踊書専に呈付印帽を置けてほしい， ほかの且λ欄にE本ってし寧うため.
領が累畏の付レ申イア欄ウを追トに抱つすいるてよはう俊現樹在を行倹弘討中である

" 
務属 労働 局 特別加入 P18.1由

監寝の笹入申暑Z力砲がのは可。場C合能Rか入成杏力立かす届【る適がと用局あ徴でり収入ますシ力がスがテ涜例ムんえとでのばい新'JなJ銀〈クと成にも立つの申い事陽て案書). 
なし 府も.筒λ.カ山可匁能応とすするる成想立定居でがあ5る袋入.おの状9でおって

" 梅玉 労働 局 特別加入 P5-11 

監督署の票読としては.畳付及び局への進週以外lま行ねな
現な監い在督.署.局でに行おういことて，.内，容現審在査の，最重量等を行っており監督署で，.行ってい

Z実香14Cf間隔

羽 崎 玄 労 働 局 特別加入 P5-13 
L、.

体制では封応できないため.

39 ，.豆労働局 特別加入 P19 
「が特霞別け加ら入れにて闘1いするるが変.5更紛届とJしにたお方いがてよ.い4符のので盈は理怠番いか号Ii"，綱 今切後って】しま人い観.方続等不の足特が別予加測λさ図れ体るたのめ制'1:1玄、4婿の2整理番号を偉い 3いZて1祖はに、つ管い理て可は能、符4桁数管を地理とやしすこ箪と2を視忽及Zびさし第て悶い植るに.つ

" 
千 葉 労 働 局 特別加入 P5-14 

mが明生λ配贋じた屋し時てないのしM照‘同会J位き責た同任い名は.の‘署存あ在等るい、署はで局のの内い容ず審れ査か時にに~夜る寝か 従童来が増、暑加ですはる特の別か加明入確のに内す容る審ため査。には関与しておらず、署における作 承照認会JlSZF局，><暑Eいのず決れ定では行局っでて行も2う更がし、支疑え穫ながいa.bった際の

.. 手 薬 労 働 局 特急加λ p5 

持審割E別査鍾加項でき入巴なに申い保厨た険.め加t中審入小査核草肉況案容と主よあり等り削玄)，除6すe侵しがて出‘いさ習量れた歓だた保き場険た合MいO.λ署.娘内況容が
新幽がには議さ届当れ当出額こ録た事さ保場保れ務険合陵、組加局関合入署送係に核に付成事況お後立務のにす属委碓る祖{託肉箆事憾し容が務川入暑審委純力査で続別処は項加属理で目〉入さIきにtれ申な断保る偶い書橡f院書ーた3のB【のめR中‘λ事.特小核g別事E混場加業とで入あ主は阜り等安ま商jが定す略提所で 審るなある忽.査おって定時、取もでの腸あ保監.る験督"加こ署対入で応状のす況受る憧付成忽入立!力ま居をが必可未援飽入にと力UすBのしるて依懇峨3定E値でですあ

暑進に連お決け議るの審み査却内して容いにたつだいきてた‘いりん.権決議を妻せず、島への

従者『ら足符、}来り別J審る加査「た署特入内めで別容m.は加mに絡入つ・別-脱UJ加退てr入特同PのZり別奇内ん加書容路λ』に審変訣お査更訟けに届をるつ要{示い街せ鹿てた嶋りに.ん宥特局纏I別まへ局調決の長λ訟進で省を遣あしに決てるな畿二お:っのちとたかみずで.I~行墜にえEなつう官付こいい入署と，て力でをはのに可畏つ能各い付と署てす入のはる力裏忽前監側2の主官にで決署応あ議及じるの対び.実応労施す働可る局否こいと及ずでびれ差方でし去支も.， 午業労働局 特別加入 P5-14 

7符週2J主別=とき加『7自入:::~動に、);関間援すのる変届更出眉Jにのつmい入て者区の別腺が退可に能つ制い眉て出.『=笹して怠い脱

特翌ちそか区〈従らの別別E日E来のた加}がλ届gめが入と与出、さにで奨『現れもき関自励行状て怠す動隼えのいいる;周開るま変た変通ζ回慢せ更め更のとをん決、届に届も自.定なにっ出動をってよ【凋希死てる皇誕い箪届亡動の奮ず出等消す扇るはの滅が出固事の『、での後佳日現は臼的付S在E付にと脱霊、の届し・退Bて量幽2豊t以E留量富を上Z湾め短が行、のてでζうで未いのも受きのま来ニま付のす】せつ日』】のんの回のしど. 

項番，.と同様

" 
千葉労働局 特別加入 P18-22 

特者でそ日しれ別ととょ符股ぞ加う別退れ入か加すをに.る釜入ま関希た者記す望で事るそ年右項変れ〈月と更なが周レ届るでてをに者きい異おのなた動いい栂だ年ての式含月、なたを新固らい分たとば.けにしるて特希こ示別留と路加はす年入るで月加者きな日に入いと年な1しのる月

警翠謹諮蟹出知翠国諜言事説喜話惣描品懇留Jな諮お期絞達首観Z誕詰官

項畳'9と同樺

“ 
千 葉 針 働 局 特別加入 p1呂町"

霊のしな理.. い理番よ号審う号は注に自zつ勘.い復さて凶をはつにけし労てて働ほほ局ししい記u.入.zz欄kとし加入事者務の組脱合退での記際入
特い多理理別し〈香番、た加号号まい入とをた渦.Z書2まE監で厳鱒理た管さは番せ理事号る受し衛管てこ記組理とい事合しはる項にて不霊がいよ可理っ多る能香て組いで号‘た合護あlまめで費るあ、.寄致畳っ号L程て管もa番い理号現たをは在めし自て盆'事い録図鑑務なし凶いて総で組あ合おる合に願謹も盤

予シ号スムMテ調にはムて現化"員後F聖記.書m入号入綱を府と自繍す動るが先想あ番定っしたで宥鰻あるにZR.つ之いのて'1はE裂.聖ν書ス

4レ5 平 業 労 働 局 特男加入 P18-22 

特別加入者の氏名1;t;J.宇量記で行うようにしていただきたい.

様字畳なしJ々記泊でなをも盆a書Eの記本類検しほとて案」漢いが字カ圧る表ナも倒犯にの的つさがにれいほ多ててといLはん、のるどが従こでと現来すが状の.多で書いす式た.に従め"前.a『aの段欄シみがスJ怠よテいりムlたまもめ『現議.字み
現番"と間保

" 'l'議労働局 特 別 加λ P1S-22 

特また別加包入入者スのペ作ー業ス肉を容もラが少咽し覧鉱で大きしるてよいうMた=だしてきたいいたゴ.だき全い.
給付において、特別加入者の作集内容肱軍要な情報のた酌ー

まつ『し集たい倹積て衆OのはC可具.R継極e絡aと的力調すR内‘4刷記る容忽こ鍵J際に定欄しつでをいあ大打てるき鍵.は〈入す、力る打とよ'.なう入る検力項討項目を目繍行とうに. 

41 千 灘 労 働 局 特.加入 P18-22 

き符かる定.もよ業、うし務にるのし必て業要い務たな歴往刷やきチまた健ェいッ康ク.惨欄断は結‘量果包のたまめ不要そでちはら郎を霊、し包よでう 特承に恕重定要寮されか務たとと後の思に胸わつれ像いまI志てす、承は.認..前纂の伎審は査簿崎〈山健本康重要t訟断内給容果でのす方がが.はーる旦か

時テZ係を『『Z特健ム忽にする定康管定る『お限S業想率しけS定務断てる項緩承結のい確処目認る集果認と理.の積す2項を"有る匿忽目つ無こJ定といにとグ』よしてをつをてるシは忽い渇いスて定舎る必テはし.も要ムてな.あ給に管いおる応理付るζ.各項編じと書特治目求川簡定と時弘出すの実シるて務調スζ確に査と
組 千 葉 針 働 局 特j事加入 P18-22 

特hて4別と下てさ加もいλJ.J蓄さに<.関こすれるで事は項飽の入変が更でにきつまHいせてん、.名E前銭以柵外をの犬夜舎〈更し欄 特更多別いや加海事入外項者旅につ遣にい閲のてす旅はる遣事先記項に鍵の係欄変る告更移文に項含つ等〈すい得てる々必は存要名復前がすあ以る外るたたにめ8も.記..，録R務肉の容変の
羽書4と同線

dω 千葉労働局 特別加入 P18-22 

式『結を付別基適礎作自躍額し申て踊l王書しい』に.つ いτ，.‘'"橿特別加入者用の書

従と作認書とめ」来成が式てのす復にい第よる敏しk復て1必来視だい幽要てき特たでがいた3だhしあまい加危けすり.入がれ.期者.，ば今率鴎の鐙事務も日鑑通組務観遺し合効夜い範で率更た被行化にめ後散でつ.きの、い事1る率て務司た降衆は組車め渇、場合申のそかに告肉のつら書容ZよきE肉をう密'な彼眼包鎗・ので入援E取で膏のZ変りき績要まる更を

祖『給及付び"第健3櫨目舗共還2更の様申胸式笹とす川る=つ忽いZ主てではある第.，祖.~，

悶 千葉労働局 特別加入 P18-22 

" 子 震 労 働 局 特原加入 '" 

号をf下取aし簡等獲でl続Zしに"いて係適けで〈るて用だほ枠事徴さしを実い収い作に}シ.玄成つ〈ス隻fしテ=いててム3事しほと案な告しのい喝い側'Jでの.A保Jす名ク陵がで称香十、と号事所分以案復な外名た地の称めの名等.配O称の舷CやE欄R郵a豊"便t欄記上番 仮煩ま印たに致鍵す‘成るさと事せなた立案るめる居喝，よ.の押ラの情に印名報修す棒と正ると特す所こ別とる在を加た地忽入め周定府の"し脇$つ毘・積い艶Hの処て欄情理はを報が、作多が別成〈被途のす剛発る事生必こ案一し要場致.がが寮しあ積径掌るいが販.とよを‘り得 労スこZ討ZテとF働中=をム、保で想各にあ院定鰻却る番し東.す号てにる以い係r労外るる.の働レ事保イ険業アウ加場ト情入に台報つ鰻こいつ」てかいはらて場は現出在さ労.せ災倹るシ

特修別正加が入簡車単踊にで.き績るによ不う備にがしたあいったただ渇き合た.霊い笹.暑や労働防之て

今暑現処にーに処般で行理監を町理労立はの督をのに働鐙膨署のンで電き隼ス局上子大やテずさ館労市ζ監せムて時鶴鍋ヱてが督回閣島のラし署送定がにシーまに予しかスて肉い労再申テ修か容ま働度"ム正るをす局回でと原が袈.同に送は記因で様てしにきしそ金てでななのλあ申件っい点鯛る審3てのbのがす者い査なはとるにまらしてら必返す長間も.要.信修豪も督遣がす正し敵署いるおは性ので電りこ労にな受、剖子膨働欠い付=申大な局l後同す鶴p刀なやm.‘岡gま事申'書E織す諸蹄脅，原

項番9と同様

" 千 葉 労 働 局 特別加入 P5-14 

てりん決値議の決で競きシるスかテた£ち.1:::につしいてていはた‘だ。き。た他い・.件と式いう形で事との

特しす思合るて.シ別い毎現もスま加に状子すSλ決Rムが穣に祖特に【つl霊別報ましいし包て加奨怠てをいλ傘いはすたの以か膨るだ外交とXだき思で付たなけ私いや量でいま延がも書.す滞島とあ}め金大るてのそ怠たSれ事通めR農と知務.同ーを作等線っ行家はうー二が2も・つ発剛まの2生Rと審志場めし沢査てやて山はし1決あ事z行m議いる棒っでかま組たきとと
決.議につ.いのて出決力穏をを要行すうる事.務S奇処書理等をに想つ定いしててはL、ふ各決櫨

53 手 議 労 働 局 特.""λ P5-14 
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「特別加入、第三者行論災害、轟肢等補装具費等に係るシステム化的概要』に対する意見検討結果

後針結果

東京労働局
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「特別加入、第三者行為災害、義肢等補装具費等に係るシステム化の概要」に対する意見検討結果

局名 l 分短 IT当箇所 定見肉容 "見理由 検討結果

東京"働局

代表者等の区分があるた

'"剥
お伺
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「特別加入、富三者行為災害‘華肢等補装具費等に係るシステム化の概要JI=対する意見検討結果

~~結果
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「特別加入、富三者行為災害、韓肢等補装具費等に係るシステム化の概要jに対する意見検討結果
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「特別加入、第三者行畠災害、義肢等椅装具費等に係るシステム化的概要」に対する意見検討結果

項番 烏名 分割 2表当箇所 意昆内容 "見理由 後Eぜ結果

記『巨p魅mし，てJい1(:たよだりき加た入い時.倹訟が必要毛車場舎の事務処理フローを 罷忽がないた.，.

テ加で香ムあ入に管る係時が理る値、各す聞補特るこ4こ定係0と5震るをの務処繊集理ご射計とにしがのつて可加いい能入てると時は.弘鍵シるス惨よテのうム有、加化続λ対審象軒シ外ス青

'" 
滋賀労働局 特別加入 p5、6‘且

さ"特れ診たヒ場得式舎の"事7号漉}処特理創加フロ入ー時阻健を蟻示診し断て申いた出t富国きhた'.いE初，に鍵幽
"怠がないたの.

現る申行脇どお.り等の収侵受出畑が実あ鋼りを次文鴛書に審殺査しをた行ようでこと対とな応るす. 

'" 滋賀労働局 拘別加入 P5.6暗E

テ式者た"特ムだ第の陰でき6氏号た線印名い〉式字特‘. 事第し別務5加加号組入入】合符時時別健図後加康体惨入診住震時断所惑姐実等に康施つ、S笠健いS断智編て指署も.示名y』同ス書等テ必JM.こム要『つ事管"い締理項て金し{書受シて得惨スい
シ事シス受チスス務付テ子ム陪台ムム集帳素化化計ゆ化すさでのシれるきスたてこるテめいMtムz.めな=化よt.、のりたfため補め.4. 05fE加入時健車修断実施状現町がγ

項番113と同様

'" 滋賀労働局 特 別 加 入 p5、 5.自

ン出遺出書スす餓先テる等却ムしの補て化で裳いにし異たょお費うだいか用きて.等たもい申期.碕締と.同変織更にU署庖をは級監自官せ署ず経局闘のでみ局を，、鍵提
シ由スでテ局ムヘ化提後出にすおるいこてとともな申る踊，.変更眉は藍笥署経

". 滋賀労働局 特別加入 P5-14 

監いで合きとの督て子いはエO署ラ安のRク定入内に蔚力容よに又審り行成は査っ立決にて眉縄保いが・険た鍵出加だ幽力λきさ陣状、れ監の況る督室がの署あ用ででり徴.容は保収す不γ険が要ス加.テと入所しム状掌てと円認3いのにはた突つだ局
所で事の掌務事3処の務理成処が立理R町居治議入相化力当さまれ遅でずれに、るはかた時つめ間効を率憂化しさ.監れ督な署いたでめ確aすると承留ま

項番"と司樺

'" 
溢賀労働局 特別加入 P' 

'" 
選賀措置曲局 特 別 加 入 P5-14 

監つりん督い磁て署雄で決がの議り可はんん決縄擁定決復決値書権すが"るといの!弘るで局どしがのょ行う項かう目べ.のきどとの恩よわうれなま肉す容.に ，チれaェ，ばEッ署よクい長.と帳は思R決院わ内定れで揺るのがた関拡めい連.チたエめジ.ク署複で鹿はを包担蔵当す者べがき磁項箆目しの.確局8ヘ，.進項達目す 監にえなつ瞥い暑い.てではの、笠各付署入の力実前情のに決応議じの封実応結す可る否こと及でび獲方し途支

理申調が書でき.変るよ更う眉にをし局てでい受たけだ付きけたたい場.合においても健婦事務処

4てa車し惨Eていgさ頬a円れいま，紛Eてるす司失撃は寝がのの事合可鑓ン務が出能ス処あにテ飽裂りをおム行がか少化政遣てなにザれ〈、よーす民るり:るた督樋たスめ署俗とめよ事し.りて構局断処にる翠近理をい由す事がる務なた総めい合監た等め督l受署ま島けにへ付送符け付

現書，.と同様

'" 滋賀労働局 特別加入 PS-14 

署打申で量Z奇の入書λ等力カすのlる等Z項どI主の目何項はで何巨しょをでう入しかょ力.うすかる.のでしょうか。

入以ついとr書s凡す伊て」力外、Z等るては骨項のの密想l項目弘必監定等は目現要J督でをの僅あ署にO忽rCる広.及等定sR.しaび』し憐は討て労て麗還中い働『にで特付局る包あす別，い草打るる加ず.さ密健λれなれ閉入降でおてを均健もい怠項受行康る瞭目付う惨事こすの入阪実とる選力申を績.定に出可情つに能報

'" 滋賀労働局 特 別 加 入 PS-14 

弐打集gのに類Eお質諸事事の鱒け又積5入案実号るの照はに力}住照作お{に名特所遺い時突称線〈先て間の2特式K従にを具U待2事Eお要事体式5すけす号的乗宮町るるる}場内5住Zの号異のR容所務でλ体〈所様の、【的派復椅イ式肉な地遺メ縛3容実ー4〈g弐織号E〈務ν繍事'弐のE入又実弐5第?寄力は.箪の3s}と4作3名は号4しm業称号.ての)Oのの・いt所C海2肉1たRλ2在外入9容た派、地旅〈力きE特遣E遺やた種肉得先

文出連チ字力ェ組{閲ッがク覧多し}なくの打〈みて量伺も入項よ力い巨で項でも‘目か手のなキたりスめのトと.時し間てを入要力すしるシたスめテ，ム的に突合ー団
項番9.と岡持

'" 
滋賀労働局 特別加入 P5-14 

ι、.

承付認を待・不っ承て認か通らと知し可てEいEた届だのき控た返い却.については暗報告書の畏

旅報Ra望防Ra備畿週}告すRにる地9・書包よ臼ののっ変給と身受て派更付分加rt居遣S付がλSと予礎t“で報す代定国がき告表期領むな書者い間等Ll、“場と)とのEのの合派宿Ea霊が遣E舎す合合予あはる住後定る.璽チチた鋼派白復ェェ川め週ッッ項'.がクgク慢目をわがの【行かでd事Rうき遣ら震たずな先のめいの規.変た事模更め集〈決.労の定働名を者称希

第ててはい".る‘の"加E外入派申遣鏑に等関にす係るる報承告u書-不」の承復w幽"後確をに甥つ定いし

'" 
B陸賀労働局 特別加入

P9‘'0、
12 

ーでは伺も入力しないのでしょうか.

受他が付の寧状ゆ務問況処が・眉理確とが舘鎗奥で様山き司る怠区梅こいと処たか理めらで.事は務署処で理受が付頒入鍵拘とを虫行るうたとめ思.われ季す

係圏忽長録なカ『君お事るの定にを〈桝ν滑‘行復シでス旅シう濃スあ幽テス還こテ届りさムテとにム.れJ入をMムか閲入=る可力つ上つす・泊能〉隊いる顕処I高tとて報司野で理局す穆監は告あでにる督の、書るシ想て決監署ス行定路E督及しaテうでびた書署びム必あがfの労長君量要る臨っを働自外が録.て経局力派があを由い最遣完る要ずし終.元了てされ的夢と労ずで怠な異働もる隻1 に局入

'" 滋賀労働局 特 別 加λ PJ2‘ 13 

暑い封でた応だのすきλるた文力い桂書，等"をシ印ステ字ムしたか『ら畏入付力OしKたリ項ス」目と、な入る力紙しをた出コ方ーしドてに O印専入C務刷力R入し簡結怠力素果け化を鑓れ櫨の呆ば箆をた.出めすりる力't..たし11め広決い.と援.で入き力な結い果たをめ確.認するた佐川之検索をして

項番'"と同樺

P5-‘官

'" 
滋賀封働局 特5草加入 1‘14.1 

7 

署の更でよして引りんい=入縄た力だ決き後縄たのずい幽る.カの帳で策あ{れ決ば纏.・労}災で行行政うよ情う報事管務理処γ理スをテ変ム 署λで力り後んの，，.出s力ぇS制慢zすmる〈決の機で.あ}れでば行.う労よ災う事行日務政処情理報を管変理更γしスてテいムたのだよきうたに

監なさにえおせなつ督るいい.署シこ.てでスとはのテを、墨可ム各付能上署入とIのます力.実る前監情想督のに定決署応で議にじあおの対るい実応.て施すも可る決否こ樋と及奮でび撃を方幽し去支カ

'" 
謹賀労働局 特別加入 P5-14 

L、.

島温量時の送付状'"シス子ムで出力していただきたい. 事務簡蕪fむのため. 項番'"と同様

'" 
謹賀労働局 格別加入 P'-司4

f申蹄書」等"何卸櫨写でしょうか.

Z現写変式現派府E筒に更と在震在遣日すしの事がの書閉なるな承事泉のま必〈い霊務喝認肉て要危遺容督処lも剖がめよ署理知をあ鼠.い全での置る(たて涜局のもため俊悶縛れめ署.字をで式.返す鐙事でる戻をは麓最す返申組る館戻踊合事通す・務事知る写処業書とし取慢渇のがると}得必必すと式要事要るとな藷のと4たZ恩組でれめわあ合.まれれ委申るぽ2儲2た.の.複め君広臨写外被織

項番1と阿保

'" 滋賀労働局 特別加入
P5司自、 t
1、14

局現でまの適肉用容調度審収査シにステ田健ム駿と加遁入S隠状しン況ス"がテあムり的まにす行泊っ久て保い険た加だ入き状た 適何用ら事後事収処ν還スチのム簡の素畿化乗となにっよてり保いな線い周た係め等.をチェックするのであれ.It
決入のる.台裕旨司帳の書のJメ上ヲ出セに力存ー時在ノにをし幽な続いカ当場さ事せ舎寒るは鳩等情の当報後該が討決『を磁労行・働っ上鐸てに陵いそ加

". 謹賀労働局 特別加入 P5-14 
L、.

訣仮署局・しよで楓にかでう入の署ど書かう決泊がで.会λsし出aたカ主・泊何阜し出さた問をれ力も同書る処Fっ2のI理買まて・で霊は判しを日.附ょ入ど等すうの方にかるす書局.のる扇で=宿でsしa舎何ょmはうを奮か入が署.力恩です借入るさ1こbれsと，るに阜のよ商でり

法措書出方組理の具体的事輔処理の"誌がないため.

労さ.せ働等るを局こにと労てを働画想局面定でかしてら再のい度決る入a〈怠・力出督す署る力必循に要示て入はを行力無い議い、の.出}命力観

'" 滋賀錯働局 特別加入
PS-l1‘ 

，. 
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「特別加入、第三者行為災害、轟肢等楠装具費等に係るシステム化田概要』に対する意見横討結果

9129ペーν



『特別加入、第三者行為災害、義肢等舗装具費等に係るシステム化の概要JIこ対する意見検討結果

積雪S 局名 分舗 "当箇所 意昆同容 窓見理由 検討結栗

彼テ審方ム査等指で磁の定行能盤墨っに復て調つ、隆いー俊いた人様てた規・特き重方た定複等い鹿加及.作入び家チ特ェ定中ッ作小ク集〈事中従裳小事玄噂者等泉【の同主宣ー等被事と}一実も人】yの現ス璽 加シシスス入テテ時ムムの化化.にに復よよチりるェ金事ッE務クに釣簡開な素聞軍化を複の要加たし入めてチ.いェるッたクがめで.きるため.
項番'"と同樺

由 滋賀労働局 特ll'J1酒入 '" 

で委委保行託Z険Eっ換a喬てえ号aいの前のた審事回定査で寝き問委健た髭お理いい後霊.てえ祭はの日.廃が前止委労理長働由役保で目銭消で賓議あ号しるのてこ保おとも除札シ関後ス係労子が働ム
システム化による事務間最"のためE 項番"と同槽

'" 
謹賀労働局 守幸凱加入 '" 

終で審別査加し入て予い定た者だがき.た.. い用.保険機保険舎でら1、ことをνステム 雇当議用事保賓院議が録敏院件省発!生志労して働い者るでたあめり.符別加入できないたの. 項番"と岡樟

'" 溢賃労働局 特別加入 '" 

シに実換改セスーおめ人え(脱子いのジ続てム退をて事検方日の印は誕惨等と字加を又目加委し入愛見は入て託退蕃特す予い換日愛さ定た定えtせでt作mだの自る加業入きが手必入た従連予緩要時い事定き続が機.者をす日怠鯵せ及がるいがずび場連こ必と委そ合続袈かの託〉すとら避銀るな中の渇え決る小怪特合γ$mい別ス}a業にEテで加主におムき入メ等いる審ヮ種かて事査別らは
加早とクy#でス期入るテき承時たるム金g食めこg化診がと.にとを可よな受能りるけと県たZさZ外めせるか.たるら必めの要.畏が2悲Z換いえこ録とかいら事案事.務簡素化 経費削援

左記メツセ ジ印字橿能の実益'"想定していない，

祖訓告換え事実もチェッ

'" 2陸賀労鋪局 特別加入 '" 

OPきたFRいの入イ制力メ2しー3た"ν階2等5級‘で審究保.2存R変aしU更‘層5後.帯来eに号ー印つの刷い犯てでのきは4る}..是よ引也こ初し年て閣いはただ
文書保存規定よ量低四年間保存する必要があるため. 現番目4と問樟

"， 選賞労働局 特.加入 '" 
で.きmる・の、で変し更ょ届う‘か報.告書の同級lまイJタ ネットからでも取得

行現あ幌る政在東たサパ印め刷ーソコ。ビコンススでのト削申た請誕め書の.たー定め更.眉等を作成して提出している事轟埴等が
特ネツ別N加Z入よにる係ダウるン各ロ祖ー00ドRを鰻可震能にとつすいるて忽は定でイあンるタ. 

'" '"貫労働局 特別加入 ''" 
サが震伊Zーで貴きピ書;、え印変の刷更帳が届現での緑きよる告うよ・=うMのにE周しftて紙【い1OまCたハRだ入ロきー力たワ】項いー自クにイつンいターてネ入ッ力ト

システムで印刷す.ことにより0'"誤践の確率を下げるため， 項畳112と同様

". 溢賃労働局 特別加入 '" 
い揖ただ書き、EたいE眉等に社金保障労務士作成句記載欄を置けて 現在の申踊書等に配車帽がないため，

暢がるご県.暢とののBレR検裏イ討ア面をウに行ト社にラ会.つ保い陵て労'".務現土在作成‘舗の討飽中怠で相聞あをる盤け

'50 滋賀労働局 特別加入 '" 
港園外"を据E遣躍申す蹄る書欄‘を夜担更け届てfい海た外だ}、き報た告い書.について'".白原遺

窓欄の題外が綱名旅あでのも遺り判宗書断mすきgに置がき時・れ‘聞iなE変を包い更憂細ζ居しと小て間必さ毎いら夕いる、}こ国た.と報め各、告アを.・ル包にフ怒ァはしペf砕ヨfいZトR申表遣指記先害に事等怠案がる場と多所緑〈盆あ告地り審』幡「定派東で遣あの先るレ固.イJア'0ウつトいにてつほい‘てシはス‘テ現ム在管宅復庖討頃中冒でとあするるが忽、

'"' 
溢R労働局 特別加入 '"‘ 23 

'" 滋賀鎗働局 特完加入 '" 

ぬEで雲g訳しBし氏E9名‘毛∞H承ょ袋簿換Zう1認U』ええ毎かf後こ例}に2.よ5修係1「aる6s申定る給告EZ眉閃付，皿aをa，2as屋5肉s段発第建の事Rす6国訂J号て1及師m正Lのザび変1・包伺I追=更だ書の2官加き号視E・た‘削E3〉Z特号いア自隊"治別.怠8It3活加おど9入・3の聡Sき保労帳権、険補Ea示Rk粍完でU録第申行前取告oう円修の肉滑

欝議罷受後る申者打ない忽な託修告の鍵お定‘い替正書給入思.と、に肉付力屋自いつ轟眼をてに動可い磁【い名係調て鎗回る簿る温はと想度訂}す.町に変膿正修るよ更権等正忽る情取を幡定第報可治東で1に種侵あ等つ家及とるにいす箆び.よるて前ZりRはこ処修3と視正理は画特及可包面別び能定か加Aと旅しらλす館てのI 

"頁記置の出力横車のイメージを早急に示していただきた
シ記いス忽の予がはムなお政〈かν計しスにいテおたムいの.て.fイ出メ力-物yのできイメなーMジたがめ現.時点において鍾示できな

各ある帳.票に係るレイアウトについては‘現在暗樟討中で

'" 
滋賀労働局 特.加λ '" 

も、.

通務学知組して書合い等固たの体だ発き送$た帳祭い累場.のの宛観名置f番t窓号開住き所封筒名で称送を付窓でにき合るわよせう聞事
窓聞き封陣圭使用することにより陣送付を防止するた的. 現番"と周帰

，.， 選.労働局 特別加λ "， 

L3、8.貰に記載の他'"檀県のイメ ジを早急に示Lていただきた
記シスftテ.ムE抱化いのたイめメーージがわからないため.

項番'"と同様

'" 
溢賀労働局 特別細入 P16-20 

右の上四「角@lt裏何面でのしょ珪う軍か事.項苦呼んでから記担して〈ださいのよ]現在の申踊書にはない項目であり‘説明がないため. 電する子項申目踊でにあよるり呈.付けを行った障の.，連番号苦印字

'" 溢賃労働局 縛別加入 P1B-20 

申E田署帯は何郁檀写と留るのでしょうか.

旅犯現写変式現取裁在締に更と復虚す事しがの書庖のるなZらのは司象R区丸〈必監窃館肉寝て、要た通容督あlも剖がめ置よを署知卸a.い全でbの・る{たて流局のもため径閉練れ・め事.を字で式.返。す径事でる戻をは務濠す返区鋼割る飽戻問会事通す書罰事知る写処実.とし躍治向のが島ると)織必必すと式要事要るとな務とのらた恩組でれめわあ合'1;まれれ委申るば託踊た.の・復め海1写.主外復織

現書官と同様

'" 滋賀労働局 符?予知λP18-20 

システムのλカ項目ー非人力項目を示していただきたい. 説明由ないため， 現番"と周樺
1闘 滋賀労働局 特，加λ"昌-'0

“申所請在に治係・るは司区入築力の項・名巴称とし翼手l".同名称(カナ)".~郵便番号ヘ

適成後無入をマ申入ッ踊用立決調力チ1mな徴眉時・b解すデ間収入・で消る事ーシ削力をのとタス出象的援遁事テを力のの取λ悶務ムし・輸た名τ3徴処のりめの称収いす理適.場る【たγが用漢合とスだ地字台事lテ弘きえ帳》務"ムたる‘デ局い処の“たー決名.理デめタ硲綜が】.h{・タMカ簡ら出とナ素引の力Y化用アをとで"ン保な郵きマ留ら便るョなとた番チしいめ毎がた.成ヘ完め田・全.所居し在アλ地ン力・

項轟"と同様

1悶 滋賀労働局 特別加λ '" 

leだにきm担た裡いで.き師るよう同‘『格別副加総入肝予定聞者敏のJ間を入協力項蜘目と肝してい捕た 別特わ級別ない品加た有λめ慌予.が定シ者ス融守調ムh?t宅来担肥温皐宅でき、な別い紙たがめな.いものとして示館事務奇行
司直香-971ヒ問機

"0 議.労働局 縛別加入 '" 
聾理番号I主シス子ム撮り出しとしτいただきたい.

スるチ岩(0保λsCテ援エs験カ外Raヲム理入旅関項aク後a香係遺均目す労り号と書実ごる微幽す包と事の務先しのる入務整がと第と特番理発し処9変別た号号理生醤更加ほのがす号が届入う包過る発はにが者たの去生年お事にめ3に度すけ務【対.撮却るごる処しりたと術、ユ理幽盤にめたニ主し蔓理.にーた管理番特ク書理番号別に号し再号加撮やとをaり入霊Eす砺り出者彼い幽たすとしたにU骨なてめ付つ=っ骨いすた寄なでるこ者あか碕とにれをがt:.t.おばら6 けy 

項番45と同槽

'" 選賀労働局 特別加λ P1'、，.

p1昌‘ 1
特符別別加加入入者者氏氏名名〈【浪カタ字カMナAM3ま03桁0以桁上以と上しとてレいてたいだたきRたきいた.い. 外E国し〈人入の力鳩し合なもは池"袋街飛でではき不な足いしたてめい.るため.

管いカ上ナ理た極}佳項に力い毘つ.たのい多憲詳て〈史の細はをに縮踏送つ散ま信をいえ可確て.院は保特はて、別現デき加在ーる入タよ者宅量う貧倹氏討等名討中をを【で考E翼行あ阜手ラるの及.がび、

'" 滋.労働局 特別加λ 9.23 
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「特別加入、第三者行為災害、義肢等補装具費等に係るシステム化由概要』に対する意見検討結果
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f特別加入、第三者行為災害、義肢等補装具費等に係るシステム化由概要」に対する意見検討結果

項司書 局名 分類 Z実当箇所 意見肉容 窓晃翠闘 後討結果

全たいてのーコマンド';t(宮:"1::1孟ショ トカットキーを"2していただき マ入ウカス時操間作短は鎗時の聞たをめ要.するため. 項番"と同様

10' 滋賀労働局 特別加入 '"、"

前力表知直示災す面る行でよの政う綜情こ果糧し{管て後理い窯fy結ゴス果ーテきたム覧いの).カ検何衰事の実よのうに場、合全はて鮮の細検菌索置入を
後を詳以示たよめ衆前し細りて.結のポ恩いタ果労〈たン得災たを覧ら行クめれが政リs事ッ情1事ク務報し震処管の理務理場の細シ合簡ス菌Iテ素主面ム務化が担割と表弘結引示る果さ事たをれ実め表るの.示ま寝です合待るは方つ鉾時が細m目的結が果鏑のを駄結表な果

検いた索だ画い面たの愈詳見細をに踏つまいえて.は後.討現を在行う検.討中であるが.

1鋪 滋賀野働局 格別加入 '"、"

織質事ヨ提条の件菅の絡項』の目項に目『都を怠道府けて県いコただ向き、た『都い道.府県コ ドJ+監 後管緒象条Jの件項の目項を目段にけ『て都い道た日府だ県きコたいド、『毎週府県コ ドJ+盤管署の 樟る園乗車件項目の詳細については、現在、蹟討中で品

'" 
融賀労働局 物別加入 P21.22 

後たはだ索金き条筏た件番いの号.の『労事働実保鳴除が香S実号家』結肱基果齢剖し番て号表ま示でさのれ入る力よと引しこたし場て合い
事務組合>Jの特車'1加入者横需を行うため.

主る泊食が索で、あ条労っ件働て項儀も目、後の線嘗鉾東号細可に能ζつつといすいてるてはこはと孟を現鈴忽在番定号し機てま能いで。るので.入あ
198 選"労働局 特別加入 '"、 22

s初a索期条値を件・の含Iま脱な退」等ず事とし寮て楊い』た‘『だ特き別た加い入.省でな〈なった者Jの 祖期置の説明が辛いため，

検る宥いがJ』索をと‘条す検f脱件る察項退こ条と目等件をの事項想P実目定嗣治としJすて=及つるいびい場る『て特合.は別初加現期入在状者怨で織はな討『〈含中怒でまっなあた

'" 溢"労働局 特別加入 '"、22

2∞ 滋賀労働局 特別加入 '"、22
捜を設索け条て件いのた全だてきのた入い力.項目をヲリ7するための[ヲリアボーン

横て不き要車た4結E場項果合がBにをう必ま一〈要つ厄な一ツたトつしめ削な，除いす場る合作唱車詳時細聞菌の面撞か帽ら横の貢ため費量。件画面に震っ
い討たを行だいう.た意見を踏まえ、『クリア』ポ骨ンを置ける憤

{事を漢考来字慮場'1.し名将な称男〈Klて護加も学入検λ者語事障氏で祭名き{場半る名よ角う称かM【=半カしナ角て:川いカこナたつ)だい椅きてた別‘入い加.力入鴎者の氏空名白

留一欝公安置霊擁22緊沼護田在一職fLtT鱒怠忽55
いただいた意見を踏まえ‘左記担能の実装を鵠討す
る.

初1 選賀労働局 特別加入 P2I、"

事【一た潔だ業致字き治検λた索名特い称機別.{能漢加f入字け】者、で事氏は集名怠【鳩半〈名節角祢分か{一半カ致ナ角篠}カの宮ナ後慢】が葉、で特にき別つる加いよ入て引者はこ氏し全て名線い

2後外が縫ば既こ築と間あ合学ヒ存棄かッ人りはののしトら完ての、完承しもど全なt全U局Sこヒい舎一Bのッを時致た致は特判ト省じ後め別λの断略U.案カみで加しLfて蓄の入時J場食と入者tの倹舎Zヒ力カせ素のッがナトしずで氏あしてとλす名右る電いとカ目{たいるカ踊しaこナ地悶0等てと.叫字】でい司は外断や聞るEFEで俗のきE踊取き学で人・訟も本っの等いた完場当の危カ全の合包めナ臨は鍵致こみ桁微項し方敵妙な目に不なでげよ足遣れむりのいい

項番20'と同様

出 議賀労働局 特別加入 '"‘22 

労たL働、.保院番号の説番号咽0001;1:入力省略項目としていただき

通0検加事以圃00問務前議λ000徴簡のがシと"置ス収素労でを予きき入シ化災ム換まスの力行しは予えす政たkてこムるa情bが捜のの仕.報よ索よ織現管ううすと在理取にれなンのシOばりススGヨ明抜官Rテテ製ら鑓いムムか行た末にでに政めやはな複情，ら筏舵ス鋼な番予低管い号ム下理よ“がしう0ν訂て0ス1こ02L予す唱司るるムは1こた入で4とめは締力か.後のしらな番空.〈特号白と別もは

項番'"と同様

'" 溢"労働局 将男リm入 P21.22 

労帳名周電働符台信の時保恨番項半の険号目角項を事.カ事表務ナ目業示)を組.の表し合部て櫨示名{優い鰻L称aたsてに~~だ著い雲つ.きたい氏所ただて事在いきも実m.た週場aい間名適.徴称用収時槍現y収牟スシテ‘ス曇ムテの徒ム適事の用実誼婚台
不明拡たの. 項書"と悶惜

あ04 選賀労働局 物別加入 目 1

締5不鍵幽回是髭備・カ数{すも事に返回田表係情戻敏島示る喝園送決笠しの筈付定て付廃受い書a白止付た幽・年2日昼だ民カ健島き付取目田審た入り島入い下力廃道力.げ日止遠目処区倹ー目理分通笛目局知錯廃。安書総示止付出m書理カ目出.由日出力不.加方目通償入自-還知E・E戻.脱S明R出目退E・-力命-

保受障付度調台帳慌をにシ係スるテ情ム報化'"す特る別た加め入.には重要であるため.
いが定『加てでー入そはあの脱るシ他圃退スの申予項絹ム目・管にに恩つ係項いる目てgとEは付す回る管』こ理及と対びを象想I決外定定とし日すて」るいに忽るつ

'05 溢"労働局 特別加λ P2I 

番下旬I編集"ゆンIまどのような慢能でしょうか. 説明がないことからシステムがイメ ?でき辛いため. 樟寵雌胞の群組については、現在ー槙討中である.

20. 溢賀労働局 特別淘λ P2I、22

却 7 滋賀労働局 特別加λ 同 1
出人力観項方目等も示.特して定い作た業倍従き事た宥い、.海外旅;t事業の喝舎の検禽 出出力力イ物メにー周ンしがてな現〈時シ点ステでム明らがか担に渥なでっきて怠いいなたいめこ，とは窃り得ないため.

|横嵩出力項目について瓜現弘機肘中である・

f別し〈臼特例て}加以別えい入前ば加た者に入だで平特者きな成別たで〈2い加なな"入〈っ年なた省4っ年月でとRな1者R〈B取J(は3腿専っを~た“鎗m含者定場むはし合含て含はま検ま平なな索い成いが.2"で}3でき年はる3なよH〈う3、川1特こ
保ため障，料由計算確認においては年度ごとに加入Lている蓄を把握Lたい

後いにた闇索だ条し.い件年たの月愈鉾日見細検をに索踏つをまい可えて能.は特と訓す現加る在後入討者倹をで肘行な申う〈でな.あヲる危也者、

'" 選賀労働局 特別加入 P22 

『聾理番号」も接調項目としていただきたい. 畳られ理る番た号めが.わかっτいる場合I主、聖理番号樟京のほう由早〈結果晶得
律る想カ案定'.条しrて件E整い項理る番目.の号依"こ姻つにいつてい後て家は条件現項在目後とす討る中こでと&を

間 滋賀労鋪局 韓日l加入 '" 
き『承た館い年.月日lいつから~いつまでlJも慎嵩項目としていただ 海てい舛る派期遣間のt特浪別速Z予S定入者期t聞"'をオE絞ZもっZてR還検を副長2す，.. るし必て要いがるあこるとたかめら.，...し 模るが索、条い件た項だ目いのfzZZZ姻見にをつ踏いまてえは、畿、現討在を、行倹う.討中であ

21' ;醤賀労働局 特別加入 P22 

しで『の年表あでE示るKしをさ平ょ指うれ成か定る18.し給年肉付度年aのs度磁給の日付給割益付弘雄畠日入確績力固をし穏検たを業平表結成示果1」9でと年し度7て1の表9前"示と年す入度る力

倹常示度項た"明符者素にすの目で強aれあ条"給をEで加衝陸る件ば付あ入.のわ定の革り〉者で給か盤礎、で平き付り定自恕なや成援方訴〈いす1護廷伝を9たいっ年表が日めたた度舗示わめ【者l例を"かまに.ー特表え引はは別示ばこ時跨〈加しのいを現.λ指た過指問省時め定去定点でが園属すであでる医はっきこf“たtとず特【禍か履.別舎・ら歴加年の】入度うポ叡ま者をタ定〈J指で検方等な定索廷〈でし入なが表前っ3不年b 

l師る飛付aを孟'.可条磁年能件日度と項闘のす一をる猪表場苗示合こさよIせLるる一入前こ力年としを度た忽の年定給度し付後ての轟い前…礎る年自.度闘のの給被

21' 溢賀労働局 特別加入 '" 

あI期特間る定の」業がで務14パつとタ分のー表贋ン示係しでJか.き『表特る示よ定さう安れ=務てし開ていい始また年せだ月んき」が、た‘fい特特.定定S乗腹痛務従I剖事つ
4つ分量不されていないため. 項番'"と司樟

'" 溢賀労働局 特別加入 P22 

『f『変変褒更更夏決年年定月月日日目』』』ももは入表が示力何項しをてヨ表いと示たししてだていきL、たたるいだのき.でたしいょ.うか.
め的思1「氏0.内わ買名容れの』』るJ変‘た事『更誠め業届労.主の時dイ与間のメ』ー関はタ係変か』更まら決変入定更カ決年ず機月る日の目ではで履鹿変歴屋更管管決理理定すし日ると「必思実獲わ務がれのある具るた体と

項畳'"と同様

213 司監"労舗局 特別加入 P22 

し，，.ょ更う晶年、.月日'"どの項目の聖更年月日を車示しているので
め中『の就小表.労事示時婁方間句主つJ等しrの事也、場第移合い主のこととの裏か聞蔓ら項係~~ど目.のはf健項‘考『目氏』のの名項変ム更目『軍で年務す周のが目具『か変体わ更的か年肉ら月怠容日いJ、』た 現番77と周槽

". 議賀労働局 格別組入 間

届た各出s回aだ変に陽力・不きつ更書回嫡たい入庖健返いてに力明裏，幽偏日.目カる通受・a受不知!・付?償2白書民呂還組出馬畏畳書力送園出付ヨ管付入力通.受幻自出知付自決力.目信阻出・目取害d力時黒り幽団奥H下道カ日敏げ建圏も処後国敏表理鯵ー示局決指日し受示定て変付司日い更書-
変た史め付更.眉台で帳をも加シ入ステ時ム極化陸す品る要た事め案。1立法隅書を出力し.. 知書を発送する シ他『各スの変テ項更ム目属管にに理つ係項いる目て受とは付する目管Jこ理及と対をび象想『決外定定としす日てるJいに想るつ定がいで.てそあはのる‘. 

21' 溢賀労働局 特寝泊λ 四
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「特別加入.第三者行為災害、華肢等補装具費等に係るシステム化由概要」に対する意見検討結果

13/29 ペー~



『特別加入、第三者行為災害、韓肢等補装具費等に係るシステム化由概要JIこ対する意見検討結果

会食討結果

特別加λ変更周の径が通知.の代わ

{ーヲl

"1.金剛

14/29 ぺ-~



『特別加入、第三者行為災害、華肢等楠装具費等に係るシステム化的概要」に対する意見検討結果

15/29ぺ→



「特別加入、第三者行為災害、轟肢等補装具費等に係るシステム化由概要』に対する意見検討結果
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『特別加入、第三者行為災害、義肢等補装具費等に係るシステム化由概要Jに対する意見検討結果

機討結果

η1"ページ



「特別加入、第三者行晶災害、義肢等補装具費等に係るシステム化の概要」に対する意見検討結果

怠見理由 検討結果

18129ペーγ



「特別加入、第三者行為災害、義肢等補装具費等に係るシステム化田概要Jに対する意見検討結果

19/29ページ



『特別加入、第三者行為災害、義肢等補装具費等に係るシステム化田概要」に対する意見検討結果

20/29 ..::---.; 



「特別加入、富三者行晶災害、義肢寄捕装具費等に係るシステム化の概要」に対する意見検討結果

21/2Sページ



「特別加入、第三者行畠災害、韓肢等補装具費等に係るシステム化の概要』に対する意見検討結果

22/29ペ-y



「特別加入、富三者行為災害、義肢等楕装異費等に係るシステム化の概要」に対する意見検討結果

23〆"ペーν



「特別加入、第三者行為災害、義肢等補装具費等に係るシステム化の概要」に対する意見検討結果

検討結果

24129ページ



『特別加入、軍三者行為提害、華肢等 補装具費等に係るシステム化の概要」に対する意見検討結果

項番 局名 分短 t量当箇所 "見内容 意見理由 会食針結果

う兎『労区災肉Jとν容aスのB予り後まム索すに傷が登能録現を幡在取東利りを入用阿れシ川てスてほテ。ムしGいがNλ.有カ効でにき利る用後出後来奮る闘よ
項畳206と同様

柑 鳩玉gせ働局 緩室主陵臭等費側 '" 

44' 東 京 労 働 局 裳櫨陵具等lt鋼 ，嶋

恩事帰在入し1て促わ務し力Pよて進す処4れいい3るる理等悶かるがこ事フ3社.とロ実-で現会ー菅1、も復在の理管帰す率理こ台で促諸れ纏台進二処と帳は事等同理に新務事じフ海反処も象ロ映分の理原ーさ程ィとレ誕れ.て理す額のてでい解纏肉出らるし容阜力〈て継商もよさ続現れにい支在継るかの給紙続もかかの媒曾のる.場m体と社も理合でaの会s解の存をと復 理認現シ1申実ス舗原台在し現子て栗織のは在ム〈僅】級が酎のが理か作銀周R取稼M肢し成体年り働かさ事の鮫録なれし実陪いてω支る繍原は剖.の給現ど弘Rまか本がのと在.叡9んよν継a0bースうど%支る続に予手以社給支怠ム作上会又鎗るの震が復はのは管に継帰修か.理な司続促理.臣ヲ台家過進支λて織康給去等事しへ四袈まに事漕移うか思{実処過行.屋カ原理去さる分東をのれもを(行煙な労の含っけ屋働でめてれ》福‘1たいを豪ば祉語管確る録事. 
継織があま応たなる続のじて、.事〈支て過追給績も去加の処.のレ纏場理て支畿合をい給想ののた定申事修だし概務理〈て忽リ奮盟処お定の理国りで入も，あ過力つ額るい去を縁可ての玄能は支鎗と.給別のす修場る途忽理必合履乏要と岡歴でに

こて1とい3と基るな本たる的め町に.雷本二省隊こ等払の補に外皇で終室き臭後な覚処いの置の支魯か鉱浪.は費.の本支省払に七てけ行属~.製品3とeれらるっ

件1寮務さ処化線れ銭す続簡置と現弘るは情全素在こるごそ体化報の.とれ外のがと情婁にな拠νみま窃報よろス後どに簡bりうらテt盈.処倉が社ムかし置録会化、え化問護実さ湖復っとれか厳務帰面てなか寒負促手かれ支る曽伽進作らば払もL私=等業のまかt事事とz島文はっ泊第ン業払、鉱てるス処手管いいい外テ理理作とはるム科はな業台と本実後統る帳で省務E処のー処孟に弘が置で鮮え理反い還のあななし映にみをれもていさししのがばも.れて、てヲシるとずも3集シな宅スがら寄ス積テり金外い.テ、年のム処科た実ムf化緊置像a 

外管斜理後に関処す置にる後つ能いのてはみ社ンス会〒復ム帰化等を促行遣うg翠，定健康で農あのる

“7 東 京 労 働 局 種2案殴具等賓補 同 9

L、.

別性蔵省政チご、?とa等Lに3補ク耐鋒を周異シ年ス質数テ等のムに定上おめ行けがうるこあ箭と規るはが可更‘能申新で節支し目醐ょとうこ耐aち周た年り‘寄食各の々整祖合
現未後チェ経伐にッdSにRクEおUのをいを申行て行絹いラは注書こ、に怠と伊つ喚と"いレ起奮ててメをいツは受るセ理が【聞九ヲgt=シ等.おス総をいテ縫いてム俸た承土えの飽耐け開を周る票保年とM留効散mしかと合、の酎る仏た重周量耐め合年周.住鮫年経叡過

分た領で護行めあう隊類年.るの等月〈シ纏.デ繍日ス肢ー」議テのとタ異ムの区を質で突持分支は合つ給名にここ要称とよので綱り単号メ宣の位言個ツ主別セ等で々褒ー酎}のゥ2毎周量でにを年録定出シ般のデス力をーたテす確タ祖ムる認の国畳規す『等録受定るのを

“a 福 弁 労 働 局 Za書"具股等費鋼

449 福弁労個崎局 事装責"具支等費補 P54 
強その肱等仕補訳の裳異ため変等のコのー取ド締入にカお楓いがておはい、が餓入不と要修か理ワがあるが、 シばス、必子ム要棺な項幽査目でのあ情る報と管恩理わをれシるスたチめム.において行っていくのであれ 帳m忽票λ定の.で修あレ理イるアを.判ワ断1-1:すつるHいたてめはのコ現在ド織λ討泊中繍でをあ追る加がす.る

現のド実入践櫨力等E室欄補等がを鏡な支具い給ltがし等ての不い同要FるZか場置に?合おもいあてるはが、、問そ一の人仕に"復の敏たのめ祖の別コ ー
シItス-必テム要な棺項幽怯目での語情る報と管思理わをれシるスたテめム。において行ってい〈のであれ

現なつ【不〈い復承jての包Eはよ目}うをご現に行剖復在ラこ後鰍ごとー討のとの種申す申で目るあ繍をままる書とた.をめ、混帳て血票申さ絹の昔さレ、せ支イアる給ウの湯トで包こは

4ω 福 持 労 働 局 議皇室院具事焚事術 P54 

Z機護肢異君費事繍

の聞紙よう者な情処報理をを量す録るすのるか鳩.合.労働e車検番号也不明な宿舎はど 古合してい、続ほ事たし案いlの=.仮婿番合毎、Z労E銀働出鍵す険の喬で号あがれ分ばか4烏~t.. でい保も険の番が号あをる鑑泊に出そ」可の能向島に
労とてす入働る力保想を険E行主番でう号あかがるど不がう明か、入}Zに繍.つ合方いに忠てつ{は暫い定て績喬も討号中入をで力鍾あをりる可幽.能し

'" 餓 患 労 働 局 P56四"

'" ，.~明働局 3動実肢貝等lt補 'o4 
労らど'"う踊か求.書に準じて‘樟式の中"所定骨量甘聞薗E荷量陸けた 樋るの栂は入好力ま幡し東〈でなもいあたりめ、.押申する人によって押印箇所がバラパラI二本 傾受飛付の印レ欄イにアつウいトてにはつ段いけてるは想、現定在であ後る討.中であるが.

4なを3要っ頁てしの怠い図まい3のすHがか1•• か4ら8買.，の"外の科図後3処-置5で申は績は全てな受ぜ付受、入付力入と力 νOCスRテ入ム力化さでれあるれこと1で.当.現m状.交が付担時橿ので入きるカとfま思畠い本まとす考.えるとこるです.
項書..，と同様

4" 愛 知 働 側 局 ，主a主M段具S費F繍 '48 

a議a陵臭君愛事得
畳居コ ド欄はあるが霊怪拭欄が4よい. 量怪棋が鏑くて書量〈作成章者}に支払が出来るのか， 項番433と同掃

副 愛知 労働 局 P日

縫r"製明翁a織・J依の鎖"舗.，が会出ない力がされ.出るaるkよrうH.Z腺して縫ほ製し循い種.構内"・J‘
手書きは文置のため. 左E幡黒の出力可否について‘横討を行う.

455 愛 知 労 働 局 議2主具隊等，.循 '45 

特しパあ長別イるい.ト加等.λそに義れよ務がりとで量閑録き織な宗、い務労なが災ら行保外え厳観る寒嚢よ務髭う予甥とす買にる得お必い置λてを量カ閉専録じる門をべおのき鳳アでいル

の名を蒲タ障当ー棄副畳をを.ウ辞す行来録=ア書とっす総傾智委て勧めたい環髭いm.めてをまる費R•• 作ず限緩成通隊隊障0し院の他司たC事費みRの支う入えで入入給で力均行カ制の.うヨこ手育医I毛Oこ務者局偶C本が敵R発実聞人では行を務き約カ要実量なが1務すがい必る0.こ多要ニ0ζとす0とと次とぎ人1がd砲値でて考りJ量通あ参、え入a他常りら陵力.集業れ膨等担務務当大】当〈l厳に1こアな者支寒もフ敏百障支

項番345と同樺

45格 京 .. 労働局 裳'‘肢奥等費補 問 S

さ外れ科て桂い血る置の申は踊何書融I止か、，署経由であるが、暑での入力'"平墨と 外入科力後も不処要置と車判問断書さのれ暑るでのλカ.不要であれば、特別加入の署での 項番447と同様

仙 7 京都 労 働 局 議.政異事質例 '40 

-及"び支承等程繍皇決室定具通踊入知書修.理式費を用早支急給に申示筒し.てほのしOいCR.犠罵イメ ジ
チ穫そItュれ殴.ーmを司R修プい詳得すの細裳の5に2呉修aa貨u理aに等a事でつと締含2い2るがて紙健幽はで主さき主とれそる伝たの様っ渇甲式て陽合ない、のーる修従かの理来どか内通うが容かり分修は.か}理多ら箇視主所よ多い『織タ.で{イ例あヤえりー、

項番'63と同様

". " .. 労 働 局
a袋a隊果等実補

寝及贋l現袋び屋行年.等ン肉金にス容のつテ審い場ム査て合へすは年のる検金憂に禽情温あで報}た別のり造値.過そ忽の去を初の行度承って慣包い.. 支るす給カるに鹿の退屋必去や9の燭2街，.. 名
模決ている民よ情は.索議Eそ聞針で報を訓Jこ劃櫨刷yし&認ス帳てすテ制す嘆短ほムるに三期し場は当，な給、機た合る.付りと業.の即思後現よ日わ開.在う'"ワれにtは，~る決OUの単事機に業でに密魁を.でに簡窓りき過付付易る去けしよ之ての印ラ印lお数刷刷ーしり回すでて、るのきそほ等る皿制し不よ屋いこう便が変H.=で現印わしあ在字てるるの物ほさ.れ労しし

現番7と同掃

459 大 原 労 働 局 議経，肢t君，事E繍 '43 

静謹鶴養費{寵襲様撃喜寵善
なし

@②めまこトにとたに.ことつ別.つつな畏い途いいっ周て霊ててては柵祭ははい現求状る2項書在Iた要此後番の番めら討44『.禍35;な象中求い者でとと者.周悶名あ』得る織は欄.、包ItaλE申径し館状な者欄いがを.包レ霞入イIすアするウるた

咽 大阪労働局 捜裳隊異S，Fe補 P54 

労'すに費用るE働Eと指観局ささ求かれれ・らてておまいたい知Sる院るら後がせをz申k送2省費付者かす等らるもに廻支労払由働を通局お知か示書らしを『鳳お送い知付たらすせいる.Jとを5送0付頁

現杭'"財務省から支払日通知のみであるため.

現〈考なを.含路復慮阜めし、商通会て者新知闘現にた書の盆対にの査後す通送定討る知付を中別を行方で途行去っあ去のうたにるこ政鳩つ.と明合とい等し等てたがにはMもはBのー要何で本とらあ名化通寄るるの知.点対が等応なを

." 大原 労 働 局 裳積貝肢等費補 P44-47 
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『特別加入、第三者行為災害、義枝等祷装具費等に係るシステム化の概要』に対する意見検討結果
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「特別加入、第三者行晶災害、韓肢等補装具費等に係るシステム化由概要」に対する意見検討結果

"見理由 後討結果

けれt
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「特別加入、第三者行為災害、義肢等捕装具費等に係るシステム化の探要Jに対する意見検討結果
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『特別加入、第三者行為災害、華肢等祷装具費等に係るシステム化由概要」に対する意見検討結果
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